（法第25条第4項関係様式例「当該定款の変更の日の属する事業年度の事業計画書」）

定款変更の日の属する事業年度の事業計画書

定款変更の認証の日から令和８年３月３１日まで

特定非営利活動法つなぎレンガ座
１　事業実施の方針

・昨年より特定非営利活動法人ようこそ小城より継承事業を進めていく。
　　・歴史的建造物を活用したまちづくりは継続活動
　　・新たに取り入れる活動として

1. 小城市三里地区の耕作放棄地の開墾・整備・管理
2. パソコン教室による市民活動支援
3. 災害支援活動、特に平時における市役所・社会福祉協議会・事業者・市民活動団体との連携
4. 市民活動団体の運営面のサポート
5. 市民活動における団体間の連携
　

２　事業の実施に関する事項

(1) 特定非営利活動に係る事業

	事 業 名

(定款に記載した事業)
	具体的な事業内容
	(A)当該事業の

　実施予定日時
(B)当該事業の

実施予定場所

(C)従事者の

予定人数
	(D)受益対象

者の範囲

(E)予定人数
	事業費の

支出予算額

(単位:千円)

	①歴史的建造物を活用したまちづくりに関する事業


	　恒例の「クリスマスライブ」歴史的建造物（牛津赤レンガ館）を活用し、12月に近隣で活動するミュージシャンに出演してもらう

	(A)12月中旬
(B)牛津赤レンガ館
(C)１０名
	(D)佐賀県民
(E)５０人
	

	②地域の環境を守る活動


	1. 小城市三里地域に２反５畝の耕作放棄地を借用、ミカン・ブルーベリー、桃、レモンなどを管理している。
2. 本年度も2回、再生可能エネルギーの普及講演会を開催予定。１１月１５日開催予定の小城市エコフェスタ、他2月頃に単独開催の予定
	(A)1.は年間100日ほど
　　2.は年2回
(B)1.は三里地域
　2.は牛津公民館、他
(C)1.は延べ200名、2.は10名
	(D)佐賀県民
(E)1000名

	

	③地域コミュニティづくりに関した事業

	本年事業予定なし。
	(A)
(B)

(C)
	(D)

(E)
	

	④災害支援に関する事業

	一社）佐賀災害支援プラットフォームと連携
小城市を中心に、行政・社会福祉協議会・市民活動団体・企業の連携会議を通じて有事の役割分担を図る
	(A) 不定期
7月9日
(B)小城市役所大会議室
(C)３名
	(D)

(E)
	

	⑤ICTの普及に関する事業

	ICTの普及活動を通して市民活動の学習を行う。特にSNSの普及に努める。
	(A)毎月、第１・３木曜日
(B)ゆめぷらっと小城
(C)各回３名
	(D)佐賀県民
(E)６０名
	

	⑥市民活動に関する相談及び助言、普及啓発事業


	主な市民活動団体の定例会に参加し運営面、人材面、資金面のアドバイスを行う。（５団体）
	(A)毎月定例会に出席
(B)ゆめぷらっと小城、他
(C)2名
	(D)佐賀県民
(E)６０名
	


（備考）
１　当該定款変更の認証の日の属する事業年度の事業計画書及び翌事業年度の事業計画書は、それぞれ別葉として作成する。

２　２の(1)には特定非営利活動に係る事業、(2)にはその他の事業について区分を明らかにして記載する。
３　２の(1)については事業毎に定款の事業名、事業内容、実施予定日時、実施予定場所、従事者の予定人数、受益対象者の範囲及び予定人数並びに事業費の予算額をそれぞれ記載する。

４　２の(1)のうち「受益対象者の範囲及び予定人数」の欄には、具体的な受益対象者及び予定人数を記載する。
５　２の(2)には、定款上、「その他の事業」に関する事項を定めているものの、設立当初の事業年度にその他の事業を実施する予定がない場合、「実施予定なし」と記載する。

